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表紙写真：ＮＨＫの依頼で制作した登山体操の生理応答を測定しているところ。ラジオ体操をモデ
ルにして、３分間という短時間で、登山に必要な様々な身のこなしを総合的に改善する
ことを意図している（本文p45～47を参照）。

平成５年（1993）
　７月１日　文部省から平成５年度大学改革等調査

経費として「少年期からの発達段階に
応じた科学的なトレーニングと効果的
な指導体制の在り方に関する調査」が
示達される

平成６年（1994）
　４月１日　スポーツトレーニング教育研究センター

の設置準備特別委員会が発足
　５月20日　スポーツトレーニング教育研究センター

が設置される．センター長事務取扱に
河野眞副学長が就任

　10月１日　西薗秀嗣助教授が体力科学講座から学
内移動

平成７年（1995）
　３月１日　金高宏文講師がコーチ学講座から学内

移動
　４月１日　初代センター長に會田勝教授が就任，

特別研修員：西村信一教諭，研究協力
校として鹿児島南高等学校・鹿屋高等
学校・谷山中学校・第一鹿屋中学校・
横川中学校を指定

平成９年（1997）
　３月28日　スポーツトレーニング教育研究センター

棟が竣工
　４月１日　第２代センター長に平田文夫教授が就

任，特別研修員：池畑辰也教諭，特別
研究員：陳杰上海体育学院教授

　５月８日　スポーツトレーニング教育研究センター
棟が竣工し記念式典を挙行

平成10年（1998）
　４月１日　第３代センター長に大平充宣教授が就

任，山本正嘉助教授が着任，特別研修
員：佃省三教諭，研究協力校として鹿
児島南高校・樋脇高校・南大隅高校，
谷山中学校・桜島中学校・横川中学校
を指定

平成11年（1999）
　４月１日　特別研修員：西園和昭教諭
　５月18日　トレーニング環境シミュレータの竣工

式

平成12年（2000）
　３月19，　第12回トレーニング科学研究会を開催
　　　20日
　４月１日　特別研修員：石田尾行徳教諭

平成13年（2001）
　４月１日　第４代センター長に西薗秀嗣教授が就任，

研究協力校として鹿児島南高校・南大隅
高校・谷山中学校・花岡中学校・鶴羽小
学校を指定

平成16年（2004）
　４月１日　加賀谷善教講師が着任，研究協力校とし

て鹿児島南高校・南大隅高校・花岡中学
校・鹿屋東中学校・鶴羽小学校を指定

平成18年（2006）
　８月１日　第５代センター長に山本正嘉教授が就任

平成19年（2007）
　４月１日　研究協力校として鹿児島南高校・南大隅

高校・大隅中学校・花岡中学校・鶴羽小
学校を指定
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鹿児島南高校・南大隅高校・帖佐中学
校・大隅中学校・鶴羽小学校を指定

平成23年（2011）
　４月１日　教員組織の改組により，これまでのセン

ター所属教員はスポーツ生命科学系に所
属することとなり，その上で山本がセン
ター長，西薗，藤田，高井がセンター兼
務担当教員となる

平成25年（2013）
　４月１日　研究協力校として鹿児島南高校・南大隅

高校・帖佐中学校・花岡学園（花岡中学
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平成28年（2016）
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学校を指定

現在（平成28年度）の体制
　　　　　　山本教授（センター長），藤田准教授，

高井准教授がセンター兼務担当教員とし
て業務を行う

編　集　後　記
　トレセンでは様々なスポーツ種目を対象に「アスリートドックプロジェクト」を行っています（p74
参照）。人間ドックのアスリート版という意味で，選手の現状を様々な測定によって可視化し，フィー
ドバックするものです。
　人間ドックと違うのは，出てきたデータをもとに，選手，コーチ，トレーナー，研究者で意見交換を
して方向性を確認し，選手も納得した上でトレーニングに取り組むという点です。また，その取り組み
の後には再測定をし，成果のあった部分とそうでない部分とを洗い出し，次に進むべき方向を見つける
のです。
　この記事はその成果の一つです。この選手はトレセンで，１ヶ月間の夏季トレーニングを行いまし
た。その結果，筋肉量や各種の体力が著しく増加し，鹿児島県勢としては冬季国体で初めて表彰台に上
りました。もともと体力も競技力も高い選手だったのですが，「改善すべき課題を明確に意識した上で
取り組む」という姿勢の変化が，さらに著しい成長につながったのです。 　（山本正嘉　記）
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